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複数武道種目授業 実践の紹介 岩手県一関市立興田中学校

1

学
校
の
概
要

複
数
武
道
種
目
授
業

実
践
の
紹
介　

「
武
道
地
域
指
導
者
派
遣
事
業
」
を
活
用
し
た

複
数
種
目
（
剣
道
・
少
林
寺
拳
法
）
の
実
践

岩
手
県
一

い
ち
の

関せ
き

市
立
興お

き

田た

中
学
校

校
長　

山や
ま

蔭か
げ　

深ふ
か

思し

　

本
校
は
岩
手
県
の
最
南
端
の
一
関
市
の
北
東
部
に
位
置
す
る
。
旧
大だ
い

東と
う

町ち
ょ
うの

３
分
の
１
以
上
の
面
積
を
占
め
る
興
田
地
区
は
、
周
囲
を
山
々
に
囲

ま
れ
た
緑
豊
か
な
農
業
地
域
で
あ
り
、
校
区
内
に
は
田
園
風
景
が
広
が
っ

て
い
る
。
本
校
で
は
武
道
の
授
業
と
し
て
長
年
、
剣
道
に
取
り
組
ん
で
き

て
お
り
、
岩
手
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
て
い
る
中
学
校
武
道
地
域
指
導

者
派
遣
事
業
を
活
用
し
て
指
導
者
を
確
保
し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
に
は
県
教
育
委
員
会
の
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
、
少
林
寺
拳

法
の
体
験
授
業
も
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
同
年
度
の
剣
道
と
少
林
寺
拳
法
の
武
道
授
業
の
実
践
を
紹

介
し
た
い
。

　

本
校
は
全
校
生
徒
50
名
、
通
常
学
級

各
学
年
１
学
級
の
小
規
模
校
で
あ
る
。

か
つ
て
は
600
人
を
超
え
る
時
代
も
あ
っ

た
が
、
少
子
化
の
進
行
と
と
も
に
生
徒

数
が
減
少
し
て
お
り
、
本
年
度
い
っ
ぱ

い
で
76
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
、
町

校舎全景

内
の
大
原
中
、
大
東
中
と
統
合
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

生
徒
は
素
直
で
明
る
く
、
日
々
の
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
一
生
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
生
徒
会
で
は
あ
い
さ
つ
を

大
切
に
し
て
お
り
、
校
舎
内
で
は
一
日

中
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん

に
ち
は
」
と
あ
い
さ
つ
が
交
わ
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
創
立
以
来
の
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
「
今
日
も
悔
い
な
く
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
、
行
事
の
取
り
組
み
な

ど
、
折
に
触
れ
て
使
わ
れ
、
本
校
生
徒

の
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

２

実
践
内
容

令和３年度 武道授業単元計画

　

本
校
で
は
武
道
の
授
業
と
し
て
、
長

年
に
わ
た
っ
て
剣
道
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
近
年
は
保
健
体
育
科
の
教
員
で
剣

道
経
験
者
が
い
な
い
た
め
、
岩
手
県
教

育
委
員
会
が
実
施
し
て
い
る
「
中
学
校

武
道
地
域
指
導
者
派
遣
事
業
」
を
活
用

し
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
地
元
の
指

導
者
の
方
に
外
部
講
師
と
し
て
指
導
し

「今日も悔いなく」のモットー
が刻まれた石碑

時間 １年生 ２年生 ３年生

０ 外部講師と体育教師の事前打ち合わせ

１
・オリエンテーション
・竹刀、防具の名称
・礼法、所作・足さばき

・オリエンテーション
・竹刀、防具の名称
・礼法、所作・足さばき

・オリエンテーション
・礼法、所作の確認
・足さばき・素振り

２
・礼法、所作の確認
・対人の足さばき
・剣道じゃんけん

・足さばき・素振り
・立会の仕方（蹲

そん

踞
きょ

）
・対面で正面打ち

・面打ち
・防具の着脱

３
・正面素振り、上下振り
・新聞ボール打ち

・正面素振り、面打ち
・一本打ちの技
　（面、小手、胴）

・一本打ちの技
　（面、小手、胴）
・二段打ちの技・応じ技

４
・一本打ちの技
　（面、小手、胴）

・一本打ちの技
・防具の着脱

・防具を着て応じ技
　（面抜き胴）

５ 最後の授業２時間は全校で行い、全員で動きや技の復習をした後に学年ごとに技の発表を行う。
授業の最後に外部講師・小野先生の居合道の演武を見学する。６

７ 少林寺拳法体験授業（全校生徒一斉授業）
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て
い
た
だ
い
て
い
る
。
例
年
、
文
化
祭

が
終
わ
っ
た
後
の
11
月
に
単
元
を
実
施

し
て
お
り
、
令
和
３
年
度
は
全
学
年
６

時
間
の
剣
道
の
授
業
を
実
施
し
た
。

　

一
方
、
少
林
寺
拳
法
の
体
験
授
業
は

３
年
度
、
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
剣

道
の
単
元
が
終
わ
っ
た
後
に
全
校
一
斉

の
授
業
を
１
時
間
設
定
し
、
岩
手
県
少

林
寺
拳
法
連
盟
の
ご
協
力
の
下
、
外
部

講
師
に
指
導
い
た
だ
い
て
体
験
授
業
を

実
施
し
た
。

⑴
剣
道
の
実
践

▼
実
践
の
狙
い

　

武
道
は
長
年
の
歴
史
の
中
で
礼
儀
や

作
法
、
立
ち
居
振
る
舞
い
の
様
式
を
磨

い
て
き
た
。
中
で
も
剣
道
は
「
礼
に
始

ま
り
礼
に
終
わ
る
」
と
言
わ
れ
て
お

り
、
生
徒
が
剣
道
に
触
れ
る
こ
と
で
伝

統
的
な
礼
儀
作
法
、
立
ち
居
振
る
舞
い

の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の

生
活
に
活い

か
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

本
校
で
は
、
剣
道
の
技
術
や
稽
古
の

方
法
を
学
ぶ
こ
と
も
大
切
で
あ
る
が
、

同
時
に
礼
儀
を
学
ぶ
こ
と
も
重
視
し
て

実
践
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
は
少
林
寺
拳
法

の
体
験
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
武
道
に
共
通
す
る
礼
に
対
す
る
考

え
方
や
所
作
を
学
ぶ
こ
と
、
逆
に
同
じ

武
道
で
あ
っ
て
も
異
な
る
点
が
あ
る
こ

と
な
ど
、
広
く
武
道
に
触
れ
る
こ
と
で

学
び
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
実
践
を
行
っ
た
。

▼
実
践
の
工
夫

　

体
育
担
当
教
員
と
外
部
講
師
が
丁
寧

に
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
使
用
す

る
物
品
の
準
備
や
授
業
の
流
れ
に
つ
い

て
認
識
を
共
有
す
る
よ
う
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
生
徒
は
３
年
間
剣
道
に
取
り

組
む
の
で
、
前
年
度
の
振
り
返
り
を
し

つ
つ
、
学
年
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
段

階
的
に
学
習
内
容
を
発
展
さ
せ
て
い
く

よ
う
に
授
業
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

▼
生
徒
の
安
全
確
保
の
工
夫

　

場
の
確
保
（
十
分
に
間
隔
を
取
ら
せ

る
）
や
竹し
な
い刀

の
点
検
（
壊
れ
て
い
た
も

の
は
外
部
講
師
に
修
理
し
て
い
た
だ
い

た
）、
床
の
点
検
な
ど
、
施
設
や
用
具

の
安
全
確
認
を
確
実
に
行
う
と
と
も

に
、
竹
刀
に
つ
い
て
は
生
徒
が
各
自
で

【剣道】２人組での学習

点
検
で
き
る
よ
う
指
導
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
と
し
て
、
体
育
館
入
り
口
に

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
設
置
し
て
手
指

消
毒
を
行
わ
せ
る
と
と
も
に
、
除
菌
シ

ー
ト
や
除
菌
も
で
き
る
消
臭
ス
プ
レ
ー

を
用
意
し
、
竹
刀
や
防
具
を
使
用
し
た

後
に
確
実
に
消
毒
す
る
手
立
て
を
講
じ

た
。

▼
実
践
の
内
容

　

全
学
年
と
も
１
時
間
目
に
は
礼
法
、

立
ち
居
振
る
舞
い
や
使
用
す
る
道
具
の

各
部
の
名
称
な
ど
基
礎
的
な
内
容
に
つ

い
て
学
習
し
た
。
作
法
や
所
作
と
し
て

立
礼
や
座
礼
、「
左さ

座ざ

右う

起き

」、
自
然
体

の
姿
勢
、
黙
想
な
ど
を
学
ん
だ
。
２
、

３
年
生
は
前
年
に
も
学
習
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
を
想
起
し
な
が
ら
取
り
組
ま

せ
た
。

　

２
時
間
目
か
ら
４
時
間
目
に
か
け

て
、
竹
刀
の
持
ち
方
や
構
え
方
、
足
さ

ば
き
、
素
振
り
の
練
習
を
行
っ
た
。
さ

ら
に
、
防
具
の
各
部
の
名
称
や
着
脱
の

仕
方
、
２
人
組
で
正
面
打
ち
、
小
手
打

ち
、
胴
打
ち
な
ど
、
前
時
の
振
り
返
り

を
し
つ
つ
、
新
し
い
技
や
動
き
の
学
習

を
行
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
授
業
の
合

間
に
は「
剣
道
じ
ゃ
ん
け
ん
」を
行
い
、

ゲ
ー
ム
の
要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
瞬

時
に
相
手
の
技
を
予
測
し
反
応
す
る
練

習
を
行
っ
た
。

　

５
、
６
時
間
目
は
連
続
の
２
時
間
授

業
と
し
、
全
校
一
斉
の
授
業
を
行
っ

た
。
全
員
で
礼
法
や
足
さ
ば
き
の
復

習
、
確
認
を
行
い
、
２
人
組
で
こ
れ
ま

で
に
習
っ
た
技
の
復
習
を
し
た
後
に
学

年
ご
と
に
技
の
発
表
を
行
っ
た
。
他
学

年
の
技
を
見
て
知
見
を
広
め
、
上
達
し

て
い
く
こ
と
が
実
感
で
き
た
。
授
業
の

最
後
に
は
外
部
講
師
の
真
剣
に
よ
る
居

合
道
の
演
武
を
見
学
し
た
。

⑵
少
林
寺
拳
法
の
実
践

▼
実
践
の
内
容

　

全
校
一
斉
で
１
時
間
の
体
験
授
業
を

設
定
し
た
。
外
部
講
師
の
自
己
紹
介
の

後
、
最
初
に
所
作
を
指
導
い
た
だ
い

た
。
生
徒
は
外
部
講
師
に
よ
る
結
手
、

合
掌
礼
、
着
座
、
安
座
、
起
立
の
模
範

を
見
学
し
、
実
践
し
て
み
た
。

　

続
い
て
、
体
構
え
と
し
て
、「
レ
の

字
立
ち
」、
中
段
構
え
、
一
字
構
え
を 【剣道】正面打ちの指導

【剣道】外部講師による指導【剣道】剣道具を着けての正面打ち
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学
ん
だ
。
攻
技
、
防
技
の
学
習
と
し
て

逆
突
（
上
）、
逆
突
（
下
）、
内
受
、
寄

足
、引
足
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

次
に
２
人
組
に
な
り
相
対
で
内
受
・

突
き
を
交
互
に
行
っ
た
。
相
対
で
行
う

場
合
、「
守し
ゅ

主し
ゅ

攻こ
う

従じ
ゅ
う」
で
あ
る
こ
と
や
、

パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
し
て
「
敬
意
」
と
「
感

謝
」
の
気
持
ち
で
行
う
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
最
後
に
学
年
ご

と
に
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
の
仕
上
げ

と
し
て
発
表
会
を
行
っ
た
。

　

剣
道
を
学
ぶ
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統

文
化
と
し
て
形
成
さ
れ
守
ら
れ
て
き
た

礼
儀
や
所
作
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。
背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
す
姿
勢

は
、
日
常
生
活
で
も
大
切
な
も
の
で
、

武
道
の
単
元
で
学
ん
だ
こ
と
が
そ
の
他

の
場
面
で
活
か
さ
れ
る
好
例
で
あ
る
。

　

ま
た
、
１
年
生
は
毎
年
、
ほ
と
ん
ど

の
生
徒
が
初
め
て
剣
道
に
触
れ
る
が
、

３
年
間
取
り
組
む
中
で
上
達
し
て
い

き
、
３
年
生
に
な
る
と
そ
れ
な
り
に
形

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
体
験
で
き
て
い

る
。
先
輩
に
対
す
る
尊
敬
や
憧
れ
の
思

い
の
醸
成
、
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
実
感
す
る
な
ど
、
多
く
を
学
ぶ
機
会

と
な
っ
て
い
る
。

３

成
果
と
課
題

　

令
和
３
年
度
は
少
林
寺
拳
法
の
体
験

授
業
も
行
い
、
異
な
る
武
道
で
あ
っ
て

も
礼
や
姿
勢
、
所
作
を
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
普
段

触
れ
る
こ
と
の
少
な
い
少
林
寺
拳
法
を

体
験
で
き
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
と
言

え
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
剣
道
が
６
時
間
、

少
林
寺
拳
法
が
１
時
間
と
、
い
ず
れ
も

十
分
な
時
間
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

　

二
つ
の
武
道
の
授
業
を
行
う
こ
と

で
、
生
徒
に
と
っ
て
は
貴
重
な
機
会
と

な
り
、
よ
り
深
い
学
び
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。

【少林寺拳法】全員で合掌礼【少林寺拳法】外部講師による体構えの指導

【少林寺拳法】攻技・防技の学習【少林寺拳法】２人組になり内受・突きを行った


